



























深川由起子教授（東京大学）「日韓 FTA と東アジア経済統合」 
 安秉直教授（福井県立大学）「破綻した北朝鮮経済改革の営繕－7.1 経済管理改善措置－」 
日時 ２月１０日(木)午後 2:00-  
会場 経済学研究科総合研究棟 ８階リフレッシュル－ム 
参加を希望される方は、堀(hori@econ.kyoto-u.ac.jpあるいはFAX:075-753-3499)までご一
報ください。 














当初 2 月 19-20 日の２日間の予定と案内しましたが、19 日の 1 日のみとなりま
した。ご注意ください。 
2 月 19 日 14:00-18:00  講演会(一般向) 終了後懇親会開催 













係で当市には歓迎会をセットいただけることとなっています。また、協力会参加企業も 2 社訪問いたします。 
ご希望の方は、大西(ohnishi@econ.kyoto-u.ac.jpないしfax:075-753-3492)まで 2 月中旬までにご連絡
ください。 
日程 2005 年 3 月 24-29 日 5 泊 6 日 
参加費 180,000 円前後(四つ星級以上のホテルを予定) 
訪問先 
３月２４日(木) 関空から ANA 便で杭州へ 到着後直接紹興へ 開発区および協力会会員企業漬新さんを
訪問、開発区からの歓迎会 紹興泊 
３月２５日(金） 紹興市内の酒造工場見学、魯迅博物館、蘭亭など訪問。 紹興泊 
３月２６日(土） 寧波市へ移動 木下電子提携工場および開発区を訪問 
３月２７日(日） 寧波の港湾施設見学と天童寺、阿育王寺訪問  午後移動で杭州へ。 杭州泊 
３月２８日(月） トーセ株式会社=京都商工会議所杭州事務所および淅江大学、さらに西湖、岳廟、浄慈
寺見学 杭州泊 











Shaw[1973]、King & Levine[1993]、Levine et al.[ 2000]、Beck et al. [2000]参照)。換言すると、
もし金融システムが資金配分を歪めて金融抑圧が起こるならば、経済成長は持続されず、
金融深化1の不十分な状態が維持されてしまうのである。    
中国の金融システムは最適貸付可能資金配分を大きく歪めており、金融セクターは大変
非効率的である、という一般的な見解と、過去 20 年間に見せた中国の力強い経済発展（実















・ 4 節では、本稿の結論をまとめる。 







な役割を持つ「適格外国機関投資家」（Qualified Foreign Institutional Investors）を導入した。
さらに、金融市場の商品も徐々に多様化している。金融債務、財政部長期債券、中央銀行



















• 中国建設銀行 (従来はインフラ整備専門)  
• 中国農業銀行 (もとは農業への融資と農村開発専門) 
この 4 大国有銀行は、2001 年末には貯蓄と貸付事業の 60％、支払い業務の 80％のシェアを
持っていた。 





















りも速いスピードで拡大している。M2 の GDP 比率で測定される金融深化は、1978 年の 24％
から 2004 年の 182％に増加している。この比率は 1994 年から 1999 年の間に 30％増加、そ
して 1999 年から 2004 年には 50％増加している。 
中国の経済実績は、ロシアのような同様に転換期にある経済と比較すると実に見事であ
る。1990 年の貸付資金レベル(M2/GDP 比率で代用計算)は、中国が 71％、ロシアが 70％で
あった。しかしながら、ロシアは 1995 年に 21％、2004 年に 29％と低下しているのに対し、













• （銀行外にある）通貨の割合が次のように推移：1985 年に全貨幣供給量の 20％、1991
年に 17％、そして 2003 年に 17％。 
• 取引預金（当座預金と決済性預金）の割合は、1985 年の 42％から 1991 年の 31％、以
降一定となっている。 
• 非取引預金（貯金と定期預金)の割合は、1985 年の 38％から 1991 年の 52％、そして
2003 年の 58％へと大きく増加している(Bernstam and Rabushka[2004])。 








































大きな差がある。2004 年第 2 四半期、国有銀行の不良債権は、債権資産の 19.2％を占める
RMB1 兆 8898 億に達している。 
中国の金融開発の成功にもかかわらず、その非効率性が強調され、様々な理由を挙げて
批判されている。非効率性についての議論すべては否定しないが、確かに解釈が偏ってい
る部分があると思われる。 
